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１．FOOD EXPO（食品展）の概要と結果

１）開催日時 2024年11月2日（土）
  午前11時～午後9時

２）開催会場 LOEWS HOLLYWOOD HOTEL
 https://www.loewshotels.com/hollywood-hotel

３）開催場所の特長

 アメリカを代表する産業「映画・エンターテイメント・
 メディア」の中心地ハリウッドで世界的にも有名な
 アカデミー賞の授賞式が行われるハリウッドハイランド
 にある最高級ホテルを会場とし、ビバリーヒルズなど周辺のハイ
 エンドエリアに住む富裕層や流行に敏感な若年層など様々な
 人々をターゲットとして開催いたしました。

４）参加者総数 計2,326人

５）内訳 第1部： 業界関係者
  （招待のみ）
  午前11時～午後1時
  参加者数：343人

 第2部： 業界関係者＋一般来場者
  午後1時～午後4時
  参加者数：806人

 第3部：一般来場者（入場券購入者）
  午後6時～午後9時
  参加者数：855人

６）出展小間数： 80小間

７）出展者数： 91企業／団体

８）出展者・スタッフ：322人

時間帯 対象者 参加者数 内訳／備考

第1部 11am~1pm 業界関係者 343人
無料招待者
・メディア、インフルエンサー等を含む

第2部 1pm~4pm 一般消費者 806人 有料入場券購入者
酒試飲有り@$80・酒なし@$60
小人@$30 等第3部 6pm~9pm 一般消費者 855人

全日 7am~9pm 主催者 322人 出展者、運営スタッフ

about:blank


２．会場平面図 ＊LOEWS HOLLYWOOD2階全フロアを貸切

１）フロアプラン（ゾーニング）

２）フロアプラン（ブース配置図：全79小間）



３．配布資料 ＊来場者への配布資料として以下の印刷物を制作しました

１）オモテ側（プログラム）

２）ウラ側（フロアマップ）



５．主なプログラム ＊来場者へ向けて以下のイベントプログラムを企画・実施しました

１）オープニングセレモニー

日本の伝統行事である「鏡開き」

や、民俗文化としての「琉球太鼓

踊り」など、普段見る機会が少な

い日本文化の一端をステージで

紹介しました。

２）マグロ解体実演

毎年恒例の本マグロの解体実演

は今回も大人気。 大人が6人で

ステージへ運び上げる200kg級の

ブルーフィンツナは迫力満点。

３）ステージワークショップ

このEXPOの特長のひとつが来場

者参加型のワークショップ。 今年

のテーマは「自分で作るカレーおに

ぎり体験」と、「みんなで作る手綱

ロール体験」の２つを企画。

いずれも日本食親善大使（農水

省認定）の松田シェフによる監修

と指導で、多くの一般来場者の方

たちに楽しみながら日本食を体験

していただきました。

４）すしコーナー

日本産のコメを使った寿司しゃり

を技術の粋を極めたAUTEC社

のすしロボットが次々と作り出す

ロールや握り寿司を、来場者へ

その場で提供、ご賞味いただき

ました。

５）日本産の酒・ビール

日系大手輸入商社やビール

販社などの出展により、来場者

の方々に日本酒やビールなどの

試飲を楽しんでいただきました。



６．第1部（B-to-B） ＊ご招待した周辺地域の食品関連事業者の方々

１）来場者リスト（外食業・小売業関連事業者のみ抜粋①）



１）来場者リスト（外食業・小売業関連事業者のみ抜粋②）

＊個人情報保護の観点から上記のバイヤー情報は企業・団体名と役職名のみとさせていただきます



２）会場の様子（B-to-B／抜粋）



３）来場者アンケートの結果①

（B-to-B／有効回答数：52件／回答率15.1％）

Q1 イベントにご来場された際のご感想は？（良かった点）

Q2 イベントにご来場された際のご感想は？（課題点）



３）来場者アンケートの結果②

（B-to-B／有効回答数：52件／回答率15.1％）

Q3 ご興味のある商品はありましたか？

Q4 「Q3の質問に“はい”と答えた方へ」
どの企業の商品に興味がありましたか？（複数選択可）



３）来場者アンケートの結果③

（B-to-B／有効回答数：52件／回答率15.1％）

Q5 今後各出展企業が商談会を開催した場合、参加したいですか？

Q6 追加にて、ご意見やご感想があれば、ご記入ください



７．第２～３部（B-to-C）＊事前に入場券を購入した一般消費者の方々

１）会場の様子



２）来場者アンケートの結果①

（B-to-C／有効回答数：94件／回答率17.6％）

Q1 来場者の年齢層

Q2 性別

Q3 居住範囲



２）来場者アンケートの結果②

（B-to-C／有効回答数：94件／回答率17.6％）

Q4 イベント情報の入手方法

Q5 次回もこのイベントを知らせて欲しいか



８．出展事業者

１）出展者リスト（小間番号順）①



１）出展者リスト（小間番号順）②



２）出展者アンケートの結果①

（有効回答数：27件／回答率：35%）

Q1 このイベントは貴社のビジネス拡大の役に立ちましたか？

（5= 非常に役に立った、1. =全く役に立たなかった）

Q2 来年もこのイベントに出展したいですか？

（5= 是非出展したい 1 =出展したくない）
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２）出展者アンケートの結果②

（有効回答数：27件／回答率：35%）

Q3 このイベントで来場者に何食／何杯を試食・試飲していただけましたか？

Q4 このイベントでおよそ何社のバイヤーと商談ができましたか？

試食・試飲提供総数：45,461人分

総商談件数：約305件



２）出展者アンケートの結果③

（有効回答数：27件／回答率：35%）

Q5 全商談の成約／成約見込み額総額はおよそいくらですか？
（単位：米ドル）
（成約見込みとは今後一年以内に成約が見込まれる場合を示す）

0
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25 成約／成約見込み総額：$986,850

商談・成約見込に関する総括コメント

今回特に力を入れた水産ブースにおいては、ビルドストーンがCostcoのバイヤーと

商談を行い、まだ決定ではないが、決まればコンテナ単位での取引となる可能性と

なっている。また、徳島魚市場は多くのレストランから引き合いがあったが、流通がま

だないため、レストランからディストリビューターを紹介され、今後取引が始まる可能

性が非常に高い。加えて、ウニ、いくら、ホタテを扱っているオーランドジャパンにもレ

ストランから引き合いが多く、こちらは共同貿易さんにお手伝いをいただくことになると

思われます。



２）出展者アンケートの結果③

（有効回答数：27件／回答率：35%）

Q6 今回、最も成約見込みがある商談はどのバイヤーとされたものでしたか？

・99 Ranch Market

・ Bun Geiz Corporation 

・ Walong Marketing, Inc. 

・ Hero USA

・ Marin foods 

・ SIPT 

・ Suzuki Marketing

・ Glad(株) SRAR SALES SQUAD LLC 

・ Kobayashi Noodle USA

・ Costco

・ Underson Seafoods

・ Mutual Trading 

・ レストラン関係者     (8 answers)

Q7 最も成約見込みのあるその商談品目は何でしたか？

・だし塩

・ひとふり昆布

・昆布パック

・食物繊維入緑茶

・八丁味噌

・サクラパスタ

・バウムクーヘン

・ゆずジュース

・海産物全般

・Suntory The Premium Malt’s

・手毬ずし

・日本酒

・おはぎ

・クッキー

Q8 今回のExpoへの出展を通して得られたことは何でしょうか？

・ターゲット層に沿った商品販売をすることの大切さ

・多くの反響とニーズ

・新しいバイヤーとの出会い

・試食の効果的な提供方法

・人脈

（次ページへ続く）



２）出展者アンケートの結果④

（有効回答数：27件／回答率：35%）

Q8 今回のExpoへの出展を通して得られたことは何でしょうか？（続き）

・まずは地元中心に先様とお付き合いしているディストリビューターを決めて

から展示会に参加しなければ意味がないことが判った

・アメリカの商流

・アメリカでも評価される事を実感できた

・弊社商品自体の可能性を改めて感じた

・展示会でのオペレーションのヒントが得られた

・市場規模と顧客の直接の反応

・顧客の嗜好

Q9 その他のコメント（抜粋）

・ 今回JETROさんのブースを通して出展の機会をいただき大変有難かった

・ また出展したい

・ せっかくホテルで行うのでBtoBの時間がもっと持てれば尚良かった

・ 前回の場所の方が良かった気がする

・ ディストリビューター、バイヤー、ブローカーなどの来場が少ないと感じた

・ 個人客をターゲットするには有効だが日本から米国の個人客を狙うのはハードルが高い

・ ディストリビューターとの商談を目的に渡米したので事前調査不足であった

・ 日系のつながりで成り立っているExpoという印象

・ JFC.共同貿易などの視察、商談会はとても勉強になった

・ より多くのVIPや、インフルエンサーと出会えるともっとよい

・ 多くの来場者のお陰でたくさんの方に試飲して頂け有意義だった

・ 観光のプレゼンテーションにも関わらせていただき有難かった



２）会場の様子（出展ブース①：順不同／抜粋）



２）会場の様子（出展ブース②：順不同／抜粋）



２）会場の様子（出展ブース③：順不同／抜粋）



２）会場の様子（出展ブース④：順不同／抜粋）



２）会場の様子（出展ブース⑤：順不同／抜粋）



９．オンラインマーケティング

１）オンラインメディアを活用した事前告知PR

ロサンゼルスエリアの一般消費者が利用している「Yelp」などの情報サイトへの投稿や

イベント開催（入場券購入）サイト「Eventbrite」への専用ページの掲載などにより

EXPOについての事前周知を行いました。

Yelp!への掲載

Eventbriteのページ



２）Facebook/Instagramでの告知PR

FacebookやInstagramでEXPOの概要や出展各社や品目の紹介など、投稿を

積極的に行いました。



３）Facebook/Instagramの広告

 またSNSの活用における露出効果を最大化するために、自主投稿だけでなく、有料

広告の掲載も一定回数行いました。



４）Eventbriteの広告

 前述のFacebook・Instagramの有料広告に併せて入場券販売サイトでの広告も

一定回数行い、相乗効果を高めることが出来ました。

５）広告の費用対効果

 限られた広告予算を最大限に活用し、計100万人を超える人々にリーチすることが

出来ました。

合計費用 総リーチ数
総インプレッション

数
リンクの

クリック単価

Facebook
Instagram

$4,192.25 638,099 1,231,195 $0.003

Event Ads
Eventbrite

$1,841.40 369,630 596,778 $0.003

Total $6,033.65 1,007,729 1,827,973 $0.003



６）インフルエンサーによるマーケティング

さらにJFCAのネットワークに繋がるインフルエンサーに依頼し、EXPOの告知ストーリー

を事前にアップロードしてもらい、EXPO開催中には会場の様子や出展者・出展商品

などを彼らのフォロワーへ向けて発信してもらいました。

EXPO開催前の事

前告知ストーリー

(一例)

@Wonderfulmou

thla

フォロワー数

11.2K

EXPO開催時の

リール投稿(一例)

@stephachu

フォロワー数

7.6K



７）特設ランディングページの活用

 例年同様、今回もEXPOの基本情報や当日のプログラム、出展者・出展商品などを

紹介するランディングページを設置し、SNS投稿や広告等と連動させることにより情報

へのアクセスを容易にしました。



８）まとめ

広告結果全体の平均値を見ると、男女比がほぼ拮抗し、Instagramでは女性の

比率がやや高い結果となりました。 また、全体的にはこのEXPOがターゲットとする層

（30～50代の男女）に最も多くリーチが出来、訴求をはかることが出来た一方で、

65才以上へのリーチの割合をみるとFacebookよりもInstagramの方が2倍以上と

なりました。 これにはコロナ禍以降に米国で日本食関連の情報収集にInstagram

を利用する中高年者が増加したことが背景にあるのかもしれません。



１０．ロサンゼルス地域食品マーケットの訪問見学

 ロサンゼルス郊外のサウスベイと呼ばれる日系人・日本人が多く暮らすエリアに展開す

る日系スーパーマーケット3社を訪問したのち、ロサンゼルス最大と言われる同エリア内の

米系ショッピングモールを見学、午後には韓国系１カ所、米系３カ所の主要店舗へご

案内、各自にて訪問・見学いただきました。 また移動中の車内では、米国の日本食

市場の広がりや、FDAの近況、また加州向けの注意点などもご案内をいたしました。

①実施期日 2022年9月25日（日）

②実施内容 午前11時00分 ニューガーデナホテルを出発
  午前11時15分～ TOKYO-CENTRALガーデナ店を訪問見学
  午前11時45分~ NIJIYAトーランス店を訪問見学
  午後12時30分~ MITSUWAデルアモ店を訪問見学
    フードコートにて自由昼食
  午後2時00分～ HマートPCH店を訪
    問見学
  午後3時00分～ WHOLE FOODS
    TRADER JOE’S
    を訪問見学
  午後5時00分 ホテルに帰着

③参加者数 計61名 (45企業・団体／バス2台)



１１．総括

今年2024年（令和6年）の 「JAPANESE FOOD EXPO」 が大盛況のうちに終

了致しました。 私供、米国カリフォルニア州非営利（NPO）法人 「日本食文化振

興協会/JAPANESE FOOD CULTURE ASSOCIATION =JFCA」 が主催する、

この米国における日本食イベントは、ロサンゼルス会場では17回目、ニューヨーク会場

では2回目となりました。

1980年代に米国で 「すしブーム」 が起こり、次いで2000年代に入って 「ラーメン

ブーム」 が加わりました。 「〇〇ブーム」 とは一時的な人気を指す言葉であり、すぐ

に次のブームに置換されることが多く起こることは仕方ありません。

私供JFCAは、これを一過性の現象に終わらせず、「長い歴史と深い文化的背景を持

つ日本食全体を、より多くのアメリカ人消費者に知って頂くこと」 を目的として2007年

にロサンゼルスの日本食業界関係者により発足した民間の非営利団体です。

もちろん、設立当初から在ロサンゼルス日本国総領事館と日本貿易振興機構《ジェト

ロ》ロサンゼルス事務所からの支援・指導を頂いており、昨年からはロサンゼルス会場で

の本イベントは弊協会とジェトロ・ロサンゼルス事務所との共催、という形に運営母体が

強化されており、「官民一体となった日本食普及啓蒙活動」 の体制が実現されており

ます。

今回特筆すべきことは、「自治体集合アイランド」 の形成 と 「総務省・クレアによる

『ふるさと名産食品展』」 が 「イベント イン イベント」 の形で実現したことです。 前

者はこれまで各地方自治体により単発的に行われてきた地元産食品類の紹介活動

を、このJFE展示会の中に集約して行う事により、より多くのアメリカ人消費者により強

い印象を残すことが出来たと思います。

クレアの 「ふるさと名産食品展」 事業は、すでに10年の歴史を持つ 「地元の名産

品を海外に紹介する事業」 であり、アメリカ市場においても2017年以降、ロサンゼル

スやニューヨークで開催されてきたものです。 今年初めて、JFE展示会の中でこれを行

うことによって相乗効果を挙げることができたと思います。

この他にも、醤油生産者による団体 「全国醤油工業協同組合連合会＝全醤工

連」 による10コマ・アイランドブースにて、全国各地の特色ある醤油製品の紹介がされ

ました。

（次ページへ）



（続き）

また、「FRUITS, SWEETS AND MORE !」 と名付けた展示室では、各種の日本

産フルーツ、 洋菓子やグラノラバーなど 必ずしも日本原産ではなくとも、独自の技術

とキメ細やかな製造法によって生まれた多くの商品が紹介されました。

今年のFOOD EXPOは、このように 「アメリカにおける日本食最大のイベントとして集

約化」 された舞台で、「伝統的製法日本食品と革新的進化日本食品の融合」 を

強くアピールできたものと思います。 出展者・入場者ともに過去最高となり、米国市場

進出をはかる製造者/輸出者と新しい日本食の発見を求めるアメリカ人とをつなぐ 『架

け橋』 の役割を果たせたかと思います。

気候変動やウクライナ戦争、ガザ紛争など 世界的な課題・問題が山積状態のなか、

2025年にはトランプ大統領がその職に返り咲くことが決まりました。 政治的・経済的

に大きな変化が起こると予想されています。 そういう環境下であっても、人間の基本的

な営みである 「食」 分野において、私供は 「アメリカに日本食の素晴らしさを伝え

る」 という命題実現のため、また来年以降もこうした活動を継続して参ります。

今回のJFE にご支援頂いた皆さま、出展者の皆さま、来場者の皆さまには篤く御礼を

申し上げると共に、来年以降も引き続きご支援を賜れますようお願い申し上げます。

2024年12月

Japanese Food Culture Association (JFCA)

和文名：日本食文化振興協会

副理事長 蒲原孝郎
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